






















































































































子 1）、安田　有理 2）、玉置　一栄 2）、高橋　斐美 1）、











2 部に当事者の立場からの報告（がん体験者 2 名、雇用者 1 名、医




【結果】参加者は患者 29 名、医療従事者 14 名、行政関係者 3 名、
教育関係者 2 名であった。内容に関しては「各々の立場での体験に
多くを学んだ」など全体的に好評であった。特に第 3 部では「患者・
医療者・行政の関係が意識されない雰囲気で話やすかった。和気藹々
で良かった」という声があった。
【考察】参加者の感想からも、当事者間の相互理解の促進につながっ
たと考える。本企画が地方紙に取り上げられ、参加出来なかったが
ん体験者から「是非参加したかった」という言葉を多く受けた。今
後は広報のあり方を検討しながら、ハローワークや雇用者へも働き
かけ、継続的な開催につなげていきたい。
